
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

有度山総合公園周辺地区

平成25年2月

静岡県静岡市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

H　　年　月

指標３
日本平動物園の来客
者満足度

％ 28.7

その他の
数値指標１

指　標 従前値

指標５

事後評価

見込み・確定の別

※フォローアップの必要のある指標について記入

○51.0 H24年10月

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

動物園へのアクセス
に対する満足度

％ 28.7 43.5

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

520,000

36.3

90.0

　

猛獣館や爬虫類館等の展示施設
のリニューアルや休憩施設整備等
の事業の効果が現れた。

37.0 49.5 H24年10月

619,000

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

猛獣館やふれあい動物園等の学習
できる施設の整備やボランティアに
よるガイドなどによって満足度が向
上した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４
老朽化した施設の耐
震化率

％ 50.0

指標２
日本平動物園の来客
者数

人/年 473,019 660,357

総合所見

公園の開園や動物園の展示施設
のリニューアル等によって地区の魅
力が向上した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

駐車場や進入路の整備により渋滞
が緩和し満足度が向上した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

施設のリニューアルと合わせて耐
震化が進んだことで、東海地震に
耐えられる基準以上の施設となっ
た。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

○

100 H24年4月 ○

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

44.4

計測時期

H24年10月

H24年4月

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
余暇活動に対する満
足度

％ 20.6

1年以内の
達成見込み

1年以内の
達成見込み

○

33.4

見込み・確定
の別

32.3 ○

○

○40.3

目標値

100.0

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

・整備した施設の維持・管理

・日本平動物園ガイドボランティアの活動支援

・施設の利用促進

・日本平動物園の施設の整備・改修

・周辺施設との連携強化

・渋滞解消に向けた継続的な取り組み

・日本平動物園ガイドボランティアによるガイドやイベントの実施
・ボランティアルームの整備

・緑地、広場、散策路整備(小鹿の森公園)について、HPの作
成、広報紙への掲載、カーナビ･ゼンリンへの情報提供
・動物園行事の報道への資料の投げ込み
・動物園の新施設内覧会の実施
・地元町内会の会合への参加

・ガイドボランティアの活動が活発になり、ボラン
ティアの定着率が向上した。
・多くの来園者がガイドやイベントに参加したため、
来園者満足度が向上した。

・動物園、公園についての関心が高まり、利用が
促進されるとともに周知された。
・動物園、公園への地元の理解及び愛着が増し
た。
・地域住民との連携が深まった。

・施設のリニューアルが進み、より施設の魅力が
高まった。

・周辺の観光施設について周知された。
・動物園への地元の理解が増た。
・遠方からの来訪者が増えた。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・旧爬虫類館改装工事
・類人猿館建設工事
・園路舗装工事
・井水管敷設工事
・周遊観光の促進(市ＨＰにおける地域マップの掲載)
・ビジターセンターの運営方針について大学と検討
・動物園の新施設内覧会の実施
・地元町内会の会合への参加

・混雑期のシャトルバスの運行やＰＲの継続実施
・GW等における渋滞発生状況の確認

実施した結果

・剪定や清掃等により利用しやすい環境を保つこと
ができた。

・渋滞長調査を実施し、発生状況を確認したとこ
ろ、従前に比べ渋滞は減少した。
・渋滞が発生していた日もあった。

・施設管理者による適切な維持･管理の実施

実施した具体的な内容

・公園施設の充実を図る。
・更なる案内看板の設置を検討する。
・ウォーキングマップに追加する。

・今後もリニューアルを進める。

・案内看板の設置を検討する。
・旅行代理店との連携。

・進入路･駐車場の運用方法の検討。
・更なる渋滞対策の検討。
・臨時駐車場の確保。
・定期的なモニタリングの実施。

今後の課題　その他特記事項

・剪定や清掃等、維持･管理の継続実施に努める。

・今後もガイドボランティアへの活動支援に努める。
・平日のガイドボランティア不足の解消。

具体的内容 実施時期



余暇活動に対する満足度 （％） 20.6 （H18年度） → 32.3 （H23年度）

日本平動物園の来客者数 （人/年） 473,019 （H18年度） → 520,000 （H23年度）

日本平動物園の来客者満足度 （％） 28.7 （H18年度） → 36.3 （H23年度）

老朽化した施設の耐震化率 （％） 50.0 （H18年度） → 90.0 （H23年度）

動物園へのアクセスに対する満足度 （％） 28.7 （H21年度） → 40.3 （H23年度）

　有度山総合公園周辺地区（静岡県静岡市）　整備方針概要図

目標

豊かな自然環境を保全しながら、市民に親しまれる空間の創出及び動物とのふれあ

い、生命の大切さを認識することのできる場の創出。

・市民の生活を豊かにする余暇活動や学習・文化・レクリエーション活動の拠点とし

て、また環境教育活動の拠点として整備を進める。

・動物や環境について学べる学習教養施設の整備を進める。

・東海地震に対する老朽化した施設の耐震対策整備を進める。

代表的

な指標

■基幹事業（公園事業）
学習教養施設整備事業

○関連事業
フライングケージ整備事

■基幹事業（地域生活基盤施設）
散策路広場整備事業

■提案事業（事業活用調査）
埋蔵文化財発掘調査

■提案事業（地域創造支援事業）
猛獣館整備
管理事務所関連施設整備事業
新爬虫類館整備、施設解体撤去

■基幹事業（公園）
動物体験ふれあい施設整備事業
基盤整備事業

○関連事業
有度山総合公園整備事業

■基幹事業（地域生活基盤施設）
緑地、広場、散策路整備

■提案事業（まちづくり推進活動事業）

まちづくり推進活動事業

■提案事業（事業活用調査）
アクセス道路調査

■提案事業（地域創造支援事業）
アクセス道路整備事業

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■基幹事業（高質空間形成施設）
進入路アンダーパス整備事業

■基幹事業（公園）
動物園進入路整備事業
動物園駐車場整備事業


